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‭◯新ビジョン・スローガンについて‬

‭ビジョン：‬‭ともに高め合い一体感のある世羅西中‬

‭　世羅西中学校の課題は「身なりが整っていないこと」、‬
‭「整理整頓ができていないこと」など、『当たり前のこと‬
‭が当たり前にできていないこと』だと思います。新ビジョ‬
‭ンには、当たり前のことを徹底し、土台を固め、その上‬
‭で、個人のレベルを「ともに高めあい」、集団の力を今よ‬
‭りも高めていきたいという思いを込めました。‬

‭　また、みんなが同じ方向を向いて高め合うことで集団と‬
‭して一体感が生まれます。世羅西中学校は生徒の人数は多‬
‭くはありませんが、一体感を高めることで自分たちの持っ‬
‭ている力以上のものを発揮することができると思います。‬
‭文化発表会や運動会等の行事や学校生活をこれからもっと‬
‭盛り上げていくには、一体感を高めていくことが重要で‬
‭す。その土台作りとして、まずは当たり前のことを当たり‬
‭前にできるようにしましょう。‬

‭スローガン：‬‭飛翔‬‭　‬

‭　「飛翔」には、今の状態から高いレベルを目指し飛び上‬
‭り、そのレベルを維持しながら、さらに上昇させるという‬
‭思いを込めました。‬
‭　現状を超えて高いレベルにまで集団を向上させていくに‬
‭は、「当たり前のことを当たり前にする」という土台が‬
‭しっかりしていることと現状に満足することなく互いに高‬
‭め合う意識が必要です。そうして全員が同じ方向を向いて‬
‭取り組む一体感が生まれれば、高まったレベルを維持し、‬
‭さらに上昇させることができると思います。‬

‭第４３期生徒会はビジョン「ともに高めあい一体感のある‬

‭世羅西中」スローガン「飛翔」を掲げ、世羅西中学校を一‬

‭体感のある学校にしていきます。そのために、生徒会執行‬

‭部だけではなく、みなさん生徒一人一人の力が必要です。‬

‭ともに高め合い、これから1年間頑張っていきましょう。‬


